
 
 

 
 
 

 
持続可能な森林経営研究会 
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議事概要 
 
 
 
 
 

 

「国産材の製紙用需要はどこまで拡大できるか」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
※この議事概要は、事務局でとりまとめたものであり、発言によっては、趣旨を取り違え 

ていることもありえますので御容赦下さい。 



1．要旨 
製紙産業における国産材利用の可能性について 

(要旨) 
                    平成２１年６月２５日 
                    日本製紙連合会常務理事 上河潔 
                   
 我が国の木材需要量に占めるパルプ、チップ用の割合は、製材用、合板用を上回って

最大であり、その動向は国内の林業・木材産業に大きな影響を与える。しかし、他の木

材製品と同様に、国際的開放経済体制下において、国産材は競争力がないことから、そ

の国産比率は低くなっている。 
 
 国際的に需要が逼迫する中にあって製紙原料の安定供給を図るとともに、間伐材等の

利用促進による森林吸収源の確保や国内の林業・木材産業の振興を図るためには、製紙

産業において国産材の利用拡大を図ることが重要である。 
 
 国産材の利用拡大を図るにあたっては、需要、供給の両面から考える必要があるが、

針葉樹と広葉樹では、森林施業体系が異なるとともに、その繊維の形態の違いにより用

途が異なるため、針葉樹と広葉樹では分けて考えなくてはならない。 
 
 針葉樹の場合は、国産の製材残材チップの生産増加を図るとともに、林地残材など間

伐材の利用拡大も図らなくてはならない。このため、間伐材を始めとする国産材の製材

生産の拡大による残材チップ生産の増加及び素材生産システムの大幅なコストダウン

を図る必要がある。特に、間伐材の利用拡大にあたっては、特定の品目に偏ることなく、

適材適所で用いることにより使用量を拡大していくことが重要である。 
 
 広葉樹の場合は、里山等における低質広葉樹材が中心になるが、素材価格が低いとと

もに、自然環境保全に配慮しなくてはならないため、競争力のある素材生産業者を育成

するとともに、環境に配慮した萌芽更新による施業システムの構築を図る必要がある。 
 
 いずれにしても、製紙産業における国産材利用の増大を図るためには、国産材を用い

た紙製品の需要を拡大するとともに、低コストな国内林業の確立と効率的な木材のカス

ケード利用の促進が必要であるが、その推進にあたっては製紙産業のみの努力では不可

能であり、関連する林業・木材産業やユーザー、消費者との連携が不可欠である。 
 
 
 



2．講演 

 
 

 
 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
・グリーン購入法におけるコピー用紙の扱

いについて、これまで原料は古紙 100%
と決められていたものが、間伐材を含む

持続可能な原料を 30%まで入れてよい、

となった。 
 
 
 
 
・広葉樹チップはほとんど輸入に頼ってい

るのに対し、針葉樹チップは国産が 6 割

である。製材における副産物として意味

がある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 

 
 

 
 

 
 

・注目は、中国。今やアメリカを抜いて世

界 1 であり、今後も増えると予想される。 
・中国の紙の消費量は 60kg／人、日本は

250kg／人である。 
 
 
 
 
 
・日本は、3000~3100 万 t で推移しており、

2000 年が最高。今年はリーマンショック

以降の不況で落ち込むと考えられる。今

後も増えることはないという予想。 
 
 
 
 
 
・古紙利用率は毎年高まっており、2008 年

時で目標の 62%を達成している(62.4%)。 
・古紙化が進んでいるのは新聞紙やダンボ

ールなど針葉樹チップを使う製品であり、

古紙化により針葉樹チップつまり国産材

の使用が減る可能性がある。 
 
 
 
・古紙のみでは品質の確保が難しい。 
 
 
 
 
 
 
 



 
 

 
 

 
 

 
 

・回収率も利用率も高まってきている。 
・回収率と利用率の差分は、古紙として中

国に輸出されている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・国内販売の 97 万トンは国内でチップから

作られたものである。 
 
 
 
 
 
 
 
・我が国の製紙の基本はチップからの一貫

生産の形 
 
 
 
 
 
 
 



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・広葉樹チップについて。チリが最近増え、

南アフリカを抜いて 2 位になった。 
 
 
 
 
 
 
 
・この 10 年で大きく変わった。アメリカが

減り、針葉樹広葉樹ともにオーストラリ

アが 1 位になった。 
 
 
 
 
 
 



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ 国産広葉樹は S45 年ごろをピークに減

少傾向。H1 で輸入広葉樹が多くなる。 
・ 国産針葉樹はほぼ横ばい。 
 
 
 
 
 
 



 
 

 
 

 
 

 
 

・製紙会社は国内に 15 万 ha（スギヒノキ

が主であり、パルプ用材ではない）の森

林を所有している。70 万 ha の目標のた

めに、海外での植林面積目標は残り 55 万

ha。 
･2008 年末で約 50 万 ha となっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ ニュージーランドはラジアータパイン。

それ以外は広葉樹。 
・ ユーカリ、アカシアは7～10年で伐採。 
・ 針葉樹は、用材生産とかかわる、パルプ

原料の確保のみにはならない。 
 
 
 



 
 
 

 
 

 
 

 

・2006~7 年までは国産と輸入であまり差が

ない。それ以降、輸入チップが高くなっ

た。価格はそれまで為替とほぼ連動して

いたのに、しなくなってきた。原因とし

て、アメリカで住宅問題が起き家を作ら

なくなったことで、製材しない→残材が

出ない→チップ生産が少ない、というの

が考えられる。いつまでこの状況が続く

かは不明である。 
 
・近年のチップの価格上昇は、為替のせい。 
・国産は価格も供給も安定するように努め

ている。最近の不況ではまず輸入を減ら

して調整している。 
 
 
 
 
・針葉樹と広葉樹では繊維の形状が大きく

異なる。生じる問題も分けて考える必要

がある。 
 
 
 
 
 
 
・広葉樹の利用が多く、針葉樹は少ない。

間伐材をコピー用紙に使えという話があ

ったが、針葉樹なので 1 割混ぜるのが限

度。適時適所が重要である。 
・需要内容が変わらなければ､針-広の比率

は変わらない。 
 
 
 



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・容積重について。外材に比べ、国産間伐

材は小さい。間伐材のスギは、チップと

して使いにくいということ。 
 
 
 
 
 
 



 
 

 
 

 
 

 
 

・広葉樹とは代替できないから、外国の針

葉樹と置き換える。ただし、外国の針葉

樹（ダグラスファー等）の方が繊維が長

く、適している紙もあるので、すべてを

国産材に置き換えることは難しい。 
 
 
 
 
・コストについて。これを製紙工場に運ぶ

と、プラス 2000 円/㎥かかる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
・コストが高いので、それを販売価格に乗

せられれば実用可能である。 
 
 
 
 
 
 
 
・日本の広葉樹の森林は 1338 万 ha、蓄積

は 17 億 8000 万㎥である。 
・広葉樹チップは、国産が減り、外材が増

えている。これは、ユーカリやアカシア

などの早成樹が出てきたからである。 
 
 
 
 
・被害は近年増えてきている。森林が老齢

化すると、被害が増える。 
 
 
 
 
 
 
 



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
･20 年ぐらい前の調査である。 
・現在はさらに高齢化している可能性。 
 
 
 
 
 
 
 
・20 年伐期で年成長量 2～3m3 とすれば、

800～1200 万 m3 の利用可能性がある。 
 
 
 
 
 
 
 
・近年放置されてきた里山から材を出すに

は、萌芽更新。 
・広葉樹の伐採は自然破壊、という安易な

認識が国民にあることが問題。 
・施業ガイドラインを作るとともに、それ

を素材生産業者が実行することが必要。 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・今後はバイオエタノールや燃料用のチッ

プ需要も増えると考えられる。それらの

チップの価格は安い。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



3．ディスカッション 
（発言者の表記について： 説明者→説、委員→委、アドバイザー→ア） 
 
委：パルプ原料について。古紙の利用率の考え方がよく分からなかったのだが。 
説：製紙のための原料（パルプと古紙）のうちの古紙の割合、ということ。それが 62%。 
委：輸入パルプと国内パルプの扱いについては。 
説：パルプ＝輸入パルプ（202 万 t）＋国内パルプ（97 万 t）。国内パルプは、国内でチッ

プから作ったもののこと。 
 
委：古紙について。再利用された紙がまた再び使われる…と繰り返されるということか。 
説：実際は、紙をすくたびに繊維が短くなっていくので古いものが順に除かれていく。だ

いたい 3~5 回くらい再利用されると考えられている。 
 
委：間伐材の利用が低炭素社会に貢献すると言われているが、製紙業界で間伐材を利用す

るとどういう理屈で低炭素社会に貢献するのか。 
説：他の木材産業と同じ。間伐材を使う→間伐が推進される→国内での間伐面積が増えて、

吸収源としての 3.8%に貢献する、ということ。京都議定書の定義に沿っている。 
委：それは国際的な約束だからよいと思うが。使う国産材は、間伐材でなくて主伐材でも

良いのでは。 
説：それはそうだが、現在は間伐材利用が叫ばれているのでそちらを取り上げた。 
委：間伐材と林地残材は違う。林地残材＝伐り捨て間伐されたもの、間伐材＝利用間伐に

よって出したもの、だと思うが。 
説：その通り。 
ア：今の議論は、あくまで数値目標達成のため、と割り切らないといけない。伐り捨て間

伐であれ林地に置いておくと即排出ではなく、しばらく炭素を固定していて腐朽によ

り次第に排出していく。これと、紙として利用するのとを比較してどちらが炭素を固

定しているか、という議論はされていない。 
委：政治家や一般人であれば『間伐=善』で良いが、この研究会は違う。なぜ間伐が良いの

か、理屈が説明できた方が良い。 
ア：京都議定書の高度な政治判断、ということになってしまうと思うが。自然科学の理論

は京都議定書では話し合われていない。 
委：間伐材を利用してパルプを作るということを、理屈がないのに主張するのは苦しいよ

うに思ってしまう。理屈をつけた方がいい。 
ア：なぜ間伐材なのか、という議論について。現在わが国の森林には 1000 万㎥に及ぶ林地

残材があると言われている。それらを放置するのは勿体ないではないか、紙の材料に

使っていったらどうか、という考えがおおもと。放置されているものを利用していく



らかのお金が山持ちさんに還元され、それがまた間伐を行うインセンティブになるの

ではないか、という風に考えている。 
 
委：コピー用紙の原料として間伐材が利用可能になったということについて。技術的に可

能になったということか、経済的には苦しいが品質の規定が変わって可能になったと

いうことか。 
説：基準が変わって原料の 3 割まで間伐材を含めたバージンパルプを使っていいことにな

った。しかし、間伐材はコピー用紙には向いていないから、今の技術では 1 割入れる

のが限度である。 
委：品質的には本当は使いたくないけど吸収源対策のために無理して使っている、という

ことか。 
委：間伐材をプロモートするための政策として基準が変わった。しかし、現実的にやろう

とすると無理がある。製紙業界では、コピー用紙には基本的に広葉樹チップを使う。

広葉樹チップだけの工場もあり、針葉樹を使おうとすると、わざわざ他の所で間伐材

針葉樹からパルプを作って持って来て使う、という無理をすることになる。間伐材を

無理にコピー用紙の原料として使うのではなくて、適材適所（板紙など）で進めてい

こう、ということ。 
委：針葉樹を広葉樹に置き換えることは技術的には難しい、という話であった。ではグリ

ーン購入法はどう変わっていくのか。これまで 100%古紙で、ここに 30%間伐材を入れ

ることで法律にのっとった紙が増えていくのか、間伐材が増える分古紙の利用が減る

だけなのか。 
委：政府調達品についてはグリーン購入法が適用されている。この流れが民間に広がって

いくことはあると思う。ただし、今まで古紙 100%だったものに間伐材を入れてよくな

ったからといって、政府調達品の量が増えたということはない。 
説：技術的に可能になるかは、分からない、という事。 
委：無理してやる必要もないと思う。針葉樹チップを原料として使う方が良い紙製品（包

装紙など）もあるわけで、技術的に無理してコピー用紙にする必要はない。 
委：全体の話で、チップは針葉樹 1：広葉樹 2。しかし国産材として供給できる量は針葉樹

2：広葉樹 1。逆なのである。針葉樹チップの需要が増える方が国内の木材産業として

は良いのでは。 
委：おっしゃる通り。針葉樹チップのコピー用紙への利用を増やそうとすると、今度はコ

ストの問題が生じる。針広のコスト比較をしながら針葉樹へ移行しようとする動きは

あるが、コストはネックとなる。 
 
委：中国の市場が急速に拡大しているところでの需要について。中国で製紙原料の需要が

増えることについて、日本の製紙業界ではどう対応するのか。国内の森林利用を拡大



しようとしているのか。製紙業界の原料調達戦略を構想でもよいから教えていただけ

れば。 
委：今年に入って厳しい。過去数年では、中国に新しい製紙工場ができてチップ需要が新

たに生じ、海外原料の需要がタイトになった。従来ほとんど競争力のなかった日本国

内の広葉樹チップが、そのおかげで競争力を持った。一時期伐らずに放置していた国

内の広葉樹を伐るようになってきた。これは戦略的なものではなくて、外の要因。し

かしこれからもその方向で行くだろうから、①海外植林を増やす、②国内資源の利用

を拡大する、という 2 つを戦略として考えている。今後もっと国内の材にシフトして

いく。そのために、パルプ材の伐採する人がいない、チップ工場が老朽化していると

いう問題があるので人の育成、設備の改善が必要。針葉樹はあくまで用材が主だから、

カスケード利用してやっとチップが出てくるので、林野庁主体でカスケード利用を進

めてチップを出してもらう、それに製紙業界も参加していく。今後国内資源が重要に

なっていくという考えは持っている。 
委：原料調達において、製材・合板・製紙・燃料も含めて、一括集荷して配分する、とい

ったことは考えられるのか。 
委：王子製紙で取り組んでいるのは、「総合林産業」。チップだけを集めるのではなくて、1

本の木から価値のあるものから順に取って、最後はバイオマスとなる。製紙会社だけ

ではできないから、それぞれの業者と一緒にやろうとしている。なかなか実現はして

いない。 
 
ア：カスケード利用について。スライド 33 に「製材産業が現状以上に間伐材をはじめとす

る国産材の利用を増やすことは考えにくい」とあるが、これとカスケード利用がつな

がっていないように思うのだが。難しい、けど頑張らなければいけない、というのが

全てだと思う。 
説：製材産業が国産材利用を増やすことはできると思う。製材の利用自体が増えることが

難しいのでは、という意味で書いた。当然、製材業に頑張ってもらって国産材利用量

を増やし、その残材を製紙業界がもらうことが望ましい。そういう関係が作っていけ

れば。木造住宅を増やすとか木材建築を増やせば製材利用が増える可能性はある。 
 
委：製紙会社の植林(海外植林)について。広葉樹の方がメインなのか。 
説：海外での植林のほとんど広葉樹、その中でもユーカリ・アカシアといった早成樹がほ

とんどである。 
委：広葉樹がメイン。海外から針葉樹チップも買っているが、ほとんどが製材廃材。 
 
ア：製紙業界で国産材がよく使われていることは分かった。かつて日本の林業ではもっと

パルプ材が供給されてきた。その後輸入に頼り、最近また戻ってきてパルプ業界も役



割を果たしてきたと思うが、間伐はまだ進んでいない。出せば安くなるだろうし、今

後もパルプ材としてどんどん使ってほしい。広葉樹も間伐するとどんどん出てくる。

安くて出せないだけ。グリーン購入法もあるし、頑張っていただきたい。合板の材料

として今 8000 円/㎥。これがどんどん安くなってきている。パルプ材だと 4000~5000
円/㎥くらいか。質の低い材も買ってもらえれば、間伐は進むように思う。国産材利用

推進を望んでいる。 
委：25 スライド。縦軸に国産チップの値段が示されている。いま 18 円/kg くらい。外材は

動きが多く、今は 20 円/kg を切ってきている。この kg は絶乾の値であり、生にすると

9 円/kg くらい。そこから輸送費やチップの加工費を引いて出る値が原木の今の値段。

競争力がある限り製紙業界では国産材を使っていくつもり。このくらいの値段を目安

に間伐材を出す戦略を立てていただければ。 
  合板用があり、それより製紙用が安い。さらに、木質ボード利用がある。そして、エ

タノールや燃料としての利用になる。木質ボード用は建築解体材が多いが、値段が上

がってきている。一方、合板用は安くなってきている。それぞれの利用がどうバラン

スされるか。 
 
ア：古紙のリサイクルにおける炭素排出について。木材を買って新たに紙を作るより、古

紙リサイクルの方が排出が多いというのを製紙連合会が出したと聞いたことがあるが。 
説：両者の違いは、紙を作る過程で出るリグニン。木から作る場合はリグニンが生じ、こ

れを燃料として使うから排出にカウントされない。古紙から作ると石油を燃料に使わ

ないといけないのでその分排出が大きくなる。生産に必要なエネルギー量は、もちろ

ん木から作る方が大きくなる。 
 
委：海外植林について。55 万 ha という目標は、どういう考え方から出たのか。実現可能

性がその程度なのか、そのくらい自分たちの輸入ベースを確保しようということなの

か。 
説：結論から言うと、今の製紙業界の実力と世界を見た時の植林可能性から出した。海外

植林でどのくらいまかないたい、という事を考えて出した目標ではない。 
委：製紙連合会は製紙会社の集まりである。王子製紙の場合、輸入原料の 40%(本当は 5 割

と言いたいが)を自分の所の海外植林地からの輸入で確保したいと思っている。そのた

めに必要な植林面積、と考えている。 
 
ア：林野庁の PR。林地残材の搬出コストが高いために出してこれないという話が多いが、

最近の新聞やテレビ番組で取り上げられているように、バイオマスの原料としての木

について、設備を作ったのに原料が不足して 1/3 の工場が休んでいるという事である。

林地残材は 1000 万㎥くらい山に眠っている。これを少しでも多く利用しようという事



で、搬出コストの高さをカバーする補助事業の拡充を林野庁で考え、１千数百億円と

いう基金を全県で作ってもらおうとしている。良い予算を立て森林所有者の持ち出し

もないようにしようとしている。このような補正予算を中心とした、コスト引き下げ

のための林野庁の取組を紹介していただきたい。 
ア：林野庁は今年度大型の補正予算を組んでおり、間伐実施にあたっては定額の援助をす

る、運搬コストについても 50km 以上の輸送をする場合一定の補助を行う、というこ

とにしている。かなり自立した補正予算なのだが、一過性では駄目で、各県で数年に

わたって対応する。この間に木材産業における低コスト化を図りながら、間伐を推進

するとともに間伐材利用を促進する、ということを考えている。具体情報については

林野庁 HP をご参照いただければ。 
グリーン購入法について。これは補助金とは関係ない。国等政府機関の調達物品を定

める法律である。品目としては 50 品目分類くらいある。紙からはじまり、公共工事、

文具類、自動車、など多岐に渡る。環境物品を定める法律はこれしかなく、背景とな

る思想としては、国等が率先して環境物品を購入することにより国民に環境物品を利

用してもらおう、というもの。紙について意見が長くされてきた。林野庁側から話す

と、ほとんどの紙類の基準が従来までは古紙 70%、バージンパルプ 30%でそこに間伐

材を使っても良いとされており、ただしコピー用紙だけ古紙 100%であった。コピー用

紙は最も身近な紙製品である。そこに間伐材を使うことによって国民にもっと間伐材

の重要性を示したいという事で、今年度から間伐材をコピー用紙に 30%まで配合可能

ということになった。間伐材を情報用紙に入れるにあたっては原料のミスマッチがあ

る、製紙過程において窯の都合で上限のブレンド率が確保できないといったことがあ

りクレジット方式が認められた、ということ。 
 
委：間伐の意義を環境省や経産省に説明することは重要。ただし、間伐材は副産物。良い

山を作るために間伐をするのであり、間伐することによって残った木がよく育つこと

が主産物。そちらを先に説明すべき。その次に副産物である間伐材を利用することが

有効活用になる、ということ。 
委：間伐材を出さなければならないから列状間伐をしよう、という姿勢になっていること

が問題。山を育てるためではなく間伐材を出すための間伐になっている現状を何とか

する必要がある。 


